
第６学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２３年１０月２４日(月)第 5 校時 

場 所 ６年教室 

授業者 中島 里菜  

１．単元名  文字を使った式 

 

２．指導の立場 

（１）単元について 

 本単元の構成と学習指導要領との関連は次のようになっている。 

 

 

 

 

 

 

１．目標 
 比や比例について理解し、数量の関係の考察に関数の考えを用いることができるようにするととも
に、文字を用いて式に表すことができるようにする。また、資料の散らばりを調べ、統計的に考察す
ることができるようにする。 
 
２．内容 D(３)文字を用いた式 
（３）数量の関係を表す式についての理解を深め、式を用いることができるようにする。 

 
 まず第４学年では、数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表したり、□、△などに数を当
てはめて調べたりすることを指導してきた。 
そして、第６学年では、数量を表す言葉や□、△などの代わりに、a、x などの文字を用いて式に表し、

文字の使用に次第に慣れることができるようにする。 
文字が本格的に使用されるのは中学校からであるが、文字を使うと簡潔に表すことができたり、a、x

などの文字を用いて式に表すことのよさを味わったりできるようにする。 
指導に当たっては、□、△などについての理解や、□、△などの代わりに a、x などの文字を用いる

ようにする。その際、数を当てはめて調べる活動などを通して、整数値だけでなく、小数や分数の値も
整数と同じように当てはめることができることに目を向け、数の範囲を拡張して考えることができるよ
うにする。  
  
（２）児童の実態（男子９名 女子９名） 
 ６年生の５月までの、児童の意識としては、算数の学習が「好き・どちらかと言えば好き」という児
童が１１名で、「きらい・どちらかと言えばきらい」という児童が７名という結果であった。 
「好き」である理由としては、「わかるとスッキリする、図形問題が好き」という理由が多かった。「き

らい」であるという理由としては、「立式のわけがわからない、計算に時間がかかって嫌になってしま
うと、スッキリしない」という理由が多かった。このことから、「わかった」「できた」と言えるような
授業を仕組むことが大切であると考える。そこで、論理的な説明の仕方を身につけたり、計算の習熟を
図ったりすることが児童にとって意欲的に算数の学習に取り組むことにつながると考え、単元指導計画
を考えるときに、単位時間を「課題解決型」と「習熟型」に分類し、確かな力をつけることとした。 

 
本時に向けて行った文字を使った式のプレテストの結果は次の通りである。 
 
問題文を、□と△を使った関係式に表すことができなかった児童が２名 
関係式をもとに、一方の数量を求めることができなかった児童が４名 
□に当てはまる値を正しく求めることができなかった児童が２名である。 

 
以上の実態から、本単元では、２つの数量の関係を表に表し、なぜそのような関係式になるのか根拠

を明らかにして説明したり、表と式とをつなげて考えたりするようにさせたい。また、机列表を使って
個人のつまずきを予想し、それに応じた指導援助をしたい。 

 
 



３．研究テーマとのかかわり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜研究テーマ＞ 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

重点（１）単位時間の学習の中で、子どもが考えをどう表せばよいかを、系統を明確にした指導計画に基づいて明

らかにし、その手立てを位置づけた指導をすること 

（２）問題解決に必要な数学的な思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ

る指導のあり方を明確にすること 

＜研究の重点＞ 
（１）  正多角形の辺の数に注目させながら提示することで、何と何の関係を調べる問題なのかを意  

識させ、２量がともなって変わっていく関係式を表す手立てを行う。 
また、表をかく活動を通して、２量の関係式の導き方をまとめ、理想の表現につなげるよう 

にしたい。 
（２）  変数である２量を見つけ、その変化を表にかく活動をする。その表を用いて、順序を表すこ 

とばにこだわり、筋道立てて相手に伝わるように話す表現力を身に付けさせたい。 
基本の問題を終えることができた児童においては、さらに変数ｘとｙを見つけて、関係式に

表す発展問題にも取り組ませたい。 
 
 
４．人権同和教育の観点 
○表から読み取ったことを仲間にわかるように筋道立てて説明する力を育てる。 

 
 
５．単元の目標 
未知数やともなって変わる２量について、x、y などの文字を使って式に表すことができる。 

 
【関】・未知数を x とした式に表し、問題を解決しようとする。 

・簡潔に表すことができるなど、ｘ、ｙなどの文字を用いて式に表すことのよさに気付き、用 
 いようとする。 

【考】・未知数の求め方を考え、説明することができる。 
・文字には、整数値だけでなく、小数や分数の値も整数と同じように当てはめることができる 

ことを用いて数の範囲を拡張して考える。 
【技】・数量を表す言葉や□、△などの代わりに、ｘ、ｙなどの文字を用いて式に表したり、文字に 
    数を当てはめて調べたりすることができる。 
【知】・数量を表す言葉や□、△などの代わりに、ｘ、ｙなどの文字を用いて式に表せることを理解 
    する。 
 
＜関連と発展＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６年① 文字を使った式 

・未知数を x と置き換えて立式 

・x に値を当てはめて計算 

６年⑤ 文字を使った式 

・乗数と積がともなって変わる２量について、

数量関係を式に表すこと。 

５年⑬ 数量関係の調べ方 

・ともなって変わる２量について、

数量関係を○、□を用いて式に表す

こと。 



単元の評価規準
算数への関心意欲態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解

・簡潔に表すことができるなど、ｘ、
ｙなどの文字を用いて式に表すこ
とのよさに気付き、用いようとす
る。

・文字には、整数値だけでなく、小
数や分数の値も整数と同じように
あてはめることができることを用
いて数の範囲を拡張して考える。

・数量を表す言葉や□，△などの
代わりに、ｘ、ｙなどの文字を用い
て式に表したり、文字に数をあて
はめて調べたりすることができる。

・数量を表す言葉や□，△などの
代わりに、ｘ、ｙなどの文字を用い
て式に表せることを理解する。

時 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時（本時） 第６時
名 文字ｘを使った式 文字ｘを使った式 文字ｘを使った式 ２つの文字ｘ、ｙを使った式 ２つの文字ｘ，ｙを使った式 基本の確かめ

ね
ら
い

未知数を□として問題場面を
立式する活動を通して、式の意
味や□のかわりにｘを使うこと
がわかり、説明することができ
る。

未知数をｘとして問題場面を立
式する活動を通して、ｘの値の
求め方がわかり、計算で求める
ことができる。

直方体の高さと体積の関係を
調べる活動を通して、変数をｘ
として立式できることがわかり、
ｘに値を当てはめて体積を求め
ることができる。

ともなって変わる２量の数量関
係を考える活動を通して、２量
の数量関係がわかり、ｘ、ｙを
使った式に表すことができる。

乗数と積がともなって変わる２
量の数量関係を考える活動を
通して、２量の数量関係がわか
りx、yを使った式に表すことが
できる。

練習問題を通して、習熟を図
り、事後評価を行う。

○数学的な考え方 ○知識理解：技能 ○知識理解：技能 ○数学的な考え方 ○知識理解：技能 ○知識理解：技能
未知数の求め方を考え、説明
することができる。

問題場面を、ｘを用いた式に表
すことができる。

ｘに数値をあてはめて、体積や
面積を求める方法を理解する
ことができる。

ともなって変わる２量の関係
を、ｘ，,ｙを用いた式に表すこと
ができる。

ともなって変わる２量の関係
を、ｘ，ｙを用いた式に表すこと
ができる。

ともなって変わる３量の関係
を、ｘ，ｙを用いた式に表すこと
ができる。

◇課題解決型の授業 ◇習熟型の授業 ◇習熟型の授業 ◇課題解決型の授業 ◇習熟型の授業 ◇習熟型の授業

①問題場面をとらえる。 ①問題場面をとらえる。 ①問題場面をとらえる。 ①問題場面をとらえる。 ①問題場面をとらえる。 ①問題場面をとらえる。
問題
底辺の長さが１２㎝で面積が７２㎝2
の平行四辺形と、底辺の長さが１５
cmで面積が６０㎝２の三角形があり
ます。それぞれの高さは何㎝でしょ
う。

問題
ゆう子さんは、同じ値段のアイスク
リームを６個買って、代金を７８０円は
らいました。アイスクリーム１個の値
段は、何円でしょう。

問題
右のように、直方体のたて３cmと横４
㎝を変えないで、高さを変えていきま
す。このときの高さと体積との関係を
調べましょう。

問題
上のように正方形の１辺の長さを１
㎝，２㎝，３㎝，…と変えていきます。
このときの正方形の１辺の長さとまわ
りの長さとの関係を調べましょう。

問題
下のように、１辺の長さが３cmの多角
形を、正三角形、正四角形、正五角
形…と順につくっていきます。このとき
の正多角形の辺の数と、まわりの長
さの関係を調べましょう。

問題
たて６㎝、横８㎝、体積２１６㎝３の直
方体があります。高さをx㎝として、体
積が２１６㎝であることを式に表しま
しょう。また、高さを求めましょう。

②課題化 ②課題提示 ②課題提示 ②課題化 ②課題提示 ②課題提示

求めたいものを□として、□に
当てはまる数の求め方を考え
よう。

求めたい数量をｘとして、式を
立ててｘの値を求めよう。

変わっていく数量をｘとして、式を立
て、ｘにいろいろな数をあてはめよう。

２つの数量の関係を調べる方
法をを考えよう。

２つの数量の関係を調べ、式に
表そう。

練習問題に取り組もう。

③個人追究 ③個人追究 ③個人追究 ③個人追究 ③個人追究 ③個人追究

④全体交流 ④全体交流 ④全体交流 ④全体交流 ④全体交流

高さを□㎝として公式にあては
めればよい。また、□のかわり
に文字ｘを使うことがあり、□を
求めるのと同じように計算して
求める。

アイスの値段をｘ円として、言葉
の式にあてはめればよい。Ｘを
求めるには、わり算で求めれば
よい。

高さをｘ㎝として、公式にあては
めて体積を表せばよい。Ｘに数
値を当てはめて計算すればよ
い。

図と表から、１辺の長さを４倍
するとまわりの長さになること
がわかる。そこから、文字ｘｙを
使って式をたてることができる。

図と表から、１辺の長さ（３㎝）
を正多角形の数倍するとまわり
の長さになることがわかる。そ
こから、文字ｘｙを使って式をた
てることができる。

⑤本時のまとめをする。 ⑤本時のまとめをする。 ⑤本時のまとめをする。 ⑤本時のまとめをする。 ⑤本時のまとめをする。 ⑤本時のまとめをする。
公式にあてはめて式で表せば
よい。□のかわりに、文字ｘ
（エックス）を使うこともある。

言葉の式に当てはめて、ｘを
使った式で表し、その値を求め
ることができた。

公式に当てはめて式で表すことが
できた。Ｘにあてめる数を変える
と、それにともなって、答えも変わ
る。

文字を使った式で表すとよい。
ｘとｙの関係を式にまとめると、ｘ
×４＝ｙという式で表すことがで
きる。

ｘとｙの関係を式にまとめると、
３×ｘ＝ｙという式で表すことが
できる。

ともなって変わる２量の関係をｘ
ｙを用いた式に表し、問題を解
決することができた。

⑥練習問題 ⑥練習問題 ⑥練習問題 ⑥練習問題 ⑥練習問題 ⑥練習問題
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７．本時のねらい  （５／６） 
  乗数と積がともなって変わる２量の数量関係を考える活動を通して、２量の数量関係がわかり x、y
を使った式に表すことができる。 

８．本時の展開   

過程 学習活動 
指導・援助（○）留意点（・） 

☆人権同和教育の観点 ◎評価規準 
つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見

通

す 
 
 
 
考

え

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
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め
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１．問題をとらえる。 
 
 
 
 
 
・正多角形の辺の長さは、３㎝のまま変わらない。 
・正多角形の辺の数が、１本ずつ増えている。 
・周りの長さが長くなっている。 
・面積が大きくなっている。 
 
 
 
２．個人追究をする。 
 
（１） 表に当てはまる数を考えましょう。 
 
辺の数 

（本） 
３ ４ ５ ６ 

まわりの 
長さ（㎝） 

９ 
（３×３＝９）

１２ 
（３×４＝12） 

１５ 
（３×５＝15）

１８ 
（３×６＝18）

 
 
 
（２）正多角形の辺の数をｘ本、まわりの長さをｙ㎝とし

て、辺の数とまわりの長さの関係を式に表しましょう。 
 
  ３×ｘ＝ｙ 
  
 
３．全体交流する。 
「どんな正多角形でも、１辺は３㎝です。 
３㎝が、辺の数倍で、まわりの長さになるので、３×（辺

の数）＝（まわりの長さ）に、ｘ、ｙをあてはめると、

３×ｘ＝ｙという関係式に表すことができます。」「３×

ｘ＝ｙ」 
４．りんご問題をする。  

  ３×ｘ＝ｙという関係式の、ｘに９をあてはめるので、

  （式）３×９＝２７       答え ｙ＝２７ 
 

５．本時の学習をまとめる。 
 
 
 
６．鉛筆問題１をする。 

早く終わってしまった児童は、補充問題に取り組む。
 

・問題意識を持たせ、学習意欲の喚起に結び付

けるために、問題文を区切って提示する。 
 
 
 
 
○変わらない数量は何か、変わっていく数量は

何かを理解できるようにする。本時は、辺の数

が変わるのにともなってまわりの長さが変わ

っていくことを理解できるようにする。 
 
 
 
 
 
・前時までの学習をもとに見通しを持たせる。

 
○前時の学習内容を示し、表を使って、辺の数

とまわりの長さの関係を見つけるようにする。

○前時までの実態から、援助を必要とする児童

中心に指導する。 
 
○自分の考えをもつことのできない児童には、

算数コーナーの掲示などを見て振り返らせる。

 
○机列表を活用し、どこでつまずいているのか

把握し、全体交流でどこが分かればよいのか指

摘する。 
・全体交流の前に支援した児童の様子をつかん

でおく。 
○早く課題が解決できた児童には交流させる。

・交流の仕方を事前に指導する。 
 
○個人追究でつまずいていた児童が、仲間の意

見を聞いて理解できたか確認するために全体

交流で意図的に指名し説明させる。 
 
 
 
 
 
○りんご問題では、ｘに９を当てはめて計算す

ればよいことを全員に理解させる。 
・鉛筆問題でつまずいている児童は、実物を見

せて、ヒントを与える。 
 
・補充問題として、早く終わった児童が取り組

む。 
☆全員が理解できるように、机列表を使って 18
通りの手立てをうつ。 
 
◎ともなって変わる２量の関係を、x、y
を用いた式に表すことができる。 
【知識理解】【技能】 
評価の場と方法 
（個人追究の場）・ノート 
（全体交流の場）・発言の内容 

 

ｘとｙの関係を式にまとめると、３×ｘ＝ｙという

式で表すことができる。 

２つの数量の関係を調べ、式に表そう。 

下のように、１辺の長さが３㎝の正多角形を、正三角形、
正四角形,正五角形…と順につくっていきます。このとき
の正多角形の辺の数と、まわりの長さの関係を調べまし
ょう。 
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